
本号の編集にあたって
近年，地盤環境に関する様々な課題がクローズアップされています。工場やその跡地の土壌・

地下水汚染はしばしば大きな社会問題になりました。大型の建設プロジェクトでは大量の土砂が

発生し，その土砂が自然由来の重金属等を含む場合には，適切な対策が求められています。一方，

福島第一原発事故によって拡散した放射性セシウムを含む土や廃棄物の中間貯蔵と最終処分の進

め方は，極めて大きな課題となっています。毎日の生産活動・消費活動によって絶え間なく発生

する副産物や廃棄物の有効利用や最終処分を持続していくための，長期安定性の観点からの更な

る信頼確保が求められています。そして，これらの汚染土等に含まれる有害物質を完全に浄化す

るためのコストと，人へのリスクを必要十分に下げるためのコストが大きく異なるという事実を，

専門家にとどまらず，社会全体で議論していくことが重要です。

このような背景から，本号では，「新しい地盤環境管理と基準の社会実装」と題して，各種溶

出試験法等の位置づけの整理や試験法の ISO 化，試験結果に基づく環境影響評価方法の開発・

基準化，掘削岩石の評価手法，建設副産物の有効利用や長期安定性の検討，社会啓発の取り組み

事例と活動等，地盤環境に関する諸課題の解決・発展に寄与する報告を幅広く取り上げました。

本号の特集が多くの読者の皆様にとって有益な情報となることを期待しております。
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